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七
月
二
五
日
～
二
七
日
、
札
幌

キ
リ
ス
ト
教
会
を
会
場
に
、
菊
池

泰
子
先
生
（
東
京
聖
ア
ン
デ
レ
教

会
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
）、
下
澤
昌
司

祭
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
奉
仕

す
る
喜
び
」
に
つ
い
て
共
に
考
え

よ
う
を
テ
ー
マ
に
総
勢
五
〇
名

（
教
役
者
七
名
を
含
む
）
が
集
ま

り
、研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
州
小
倉
・
奈
良
・
大
阪
・
弘

前
か
ら
来
ら
れ
た
方
や
サ
ー
バ
ー

歴
二
カ
月
と
い
う
方
も
お
ら
れ

て
、
地
域
、
年
齢
、
奉
仕
の
役
割
、

奉
仕
歴
、
教
役
者
、
信
徒
等
の
柵

を
越
え
た
方
々
に
よ
る
学
び
の
場

が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。研
修
中
に
、

音
楽
、
お
祈
り
、
証
し
等
、
参
加

者
の
奉
仕
を
持
ち
寄
り
な
が
ら
、

個
と
集
団
を
行
き
来
す
る
中
で
出

席
者
全
員
の
中
に
「
一
体
感
」
が

生
ま
れ
て
い
た
事
も
喜
び
で
す
。

礼
拝
委
員
会
に
よ
る
試
み
「
聖
公

会
が
大
切
に
し
て
い
る
伝
統
チ
ャ

ン
ト
を
大
切
に
歌
お
う
」
研
修
中

七
度
の
礼
拝
の
中
で
、
練
習
を
交

え
な
が
ら
歌
う
、
こ
の
行
為
も
、

そ
の
「
一
体
感
」
を
生
み
出
す
助

け
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

研
修
内
容
は
、
下
澤
司
祭
に
よ

る
「
礼
拝
の
心
」、
御
自
身
の
歩

み
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
「
礼

拝
と
は
心
と
か
ら
だ
に
よ
る
奉
仕

で
あ
る
」「
礼
拝
は
神
と
の
出
会

い
の
中
で
人
間
性
が
回
復
さ
れ
る

場
で
あ
る
」
と
い
う
お
考
え
の
も

と
、
そ
れ
に
伴
う
所
作
の
意
味
を

実
際
に
動
い
て
歌
っ
て
み
る
事

で
、
体
感
さ
せ
て
貰
え
ま
し
た
。

　

頭
も
身
体
も
大
納
得
！
で
下
澤

ワ
ー
ル
ド
を
大
満
喫
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
◆
菊
池
先
生
に
よ
る
「
礼
拝
い

の
ち
の
お
ん
が
く
」
で
は
、
人
の

発
達
段
階
を
追
い
な
が
ら
音
そ
の

も
の
に
つ
い
て
解
き
明
か
さ
れ
、

「
神
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
」
を
感
じ

取
る
為
に
、
沈
黙
や
祈
り
が
あ
る

事
、
共
同
歌
唱
と
共
に
聖
餐
式
の

音
楽
の
本
質
は
、
存
在
の
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
で
あ
る
事
等
も
お
話
下
さ

い
ま
し
た
。

　

開
演
終
了
後
、
講
演
冒
頭
で
聞

か
せ
て
下
さ
っ
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の

笑
い
声
が
、
参
加
者
各
自
か
ら
発

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
…
と
思
う

程
菊
池
産
科
院
で
生
ま
れ
直
し
た

よ
う
な
皆
さ
ん
の
様
子
を
見
ま
し

た
。
◆
奉
仕
の
喜
び
を
語
ろ
う
◆

あ
な
た
の
喜
び
を
語
ろ
う
◆
分
か

ち
合
い
タ
イ
ム
で
は
、
一
人
一
人

の
証
し
に
、
涙
し
笑
い
合
う
貴
重

な
喜
び
の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
主
日
礼
拝
。
三
日
間

見
守
り
下
さ
い
ま
し
た
主
教
様
の

お
説
教
が
、
こ
の
研
修
会
へ
の
神

様
か
ら
の
感
想
文
の
様
に
も
思
わ

れ
、
参
加
者
一
同
、
心
が
震
え
ま

し
た
。
主
教
様
の
示
さ
れ
た
聖
歌

四
七
六
番
の
詩
に
も
あ
る
よ
う

に
、「
光
も
と
め
歩
も
う
！
」
と

志
も
新
た
に
し
、
勇
気
と
希
望
が

湧
く
喜
び
に
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
様
が　

い
ま

����

　

こ
こ

����

に
居
て

下
さ
る
の
を
感
じ
ら
れ
た
研
修
会

に
な
っ
た
事
を　

神
様
に
感
謝
致

し
ま
す
。

　

こ
れ
を
お
読
み
頂
い
た
皆
様
に

は
、来
年
は
是
非
（
よ
い
し
ら
せ
）

で
は
な
く
（
ふ
り
か
え
り
）
と
し

て
研
修
会
報
告
を
お
読
み
頂
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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七
月
一
二
日
土
曜
日
、
札
幌
キ

リ
ス
ト
教
会
を
会
場
に
下
澤
先
生

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
青
年
会

「
祈
り
を
深
め
る
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

私
自
身
短
い
信
仰
生
活
で
は
あ

り
ま
す
が
、
祈
り
の
経
験
は
様
々

な
形
で
あ
り
、
身
近
な
も
の
で
あ

り
ま
し
た
が
、「
祈
る
」
と
い
う

こ
と
を
こ
う
し
て
考
え
る
機
会

は
、
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
の
中
で
「
祈
る
」

と
い
う
こ
と
は
、
食
前
の
祈
り
で

あ
っ
た
り
、
教
会
で
頼
ま
れ
て
す

る
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
祈
り

を
ど
う
言
葉
に
す
る
の
か
、
ま
た

み
ん
な
の
前
で
祈
り
を
す
る
こ
と

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
対
し
て
難
し

さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

今
回
の
勉
強
会
を
通
し
て
祈
り
の

難
し
さ
は
、
そ
こ
で
は
な
く
、
自

分
を
裸
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
き
っ
と
こ

れ
か
ら
も
公
的
な
祈
り
を
す
る
と

き
、
緊
張
も
し
ま
す
し
、
言
葉
に

詰
ま
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
自
分
の
心

の
中
に
あ
る
神
へ
の
思
い
を
忘
れ

ず
、
祈
り
を
捧
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
沈
黙
の
時
間
を
持
つ
こ

と
で
、
自
分
の
中
に
言
葉
に
で
き

な
い
思
い
が
沢
山
あ
る
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。
沈
黙
の
中
で
祈
り

を
捧
げ
る
。
こ
れ
も
れ
っ
き
と
し

た
「
祈
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
普

段
過
ご
し
て
い
る
中
で
は
出
会
う

こ
と
の
で
き
な
い
自
分
と
見
つ
め

合
う
大
切
な
祈
り
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
祈
る
」
こ
と
を

さ
ら
に
大
切
に
考
え
て
い
け
る
よ

う
な
会
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て

講
師
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
下
澤

先
生
に
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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▽
有う

す珠
聖
公
会

　

七
月
一
三
日
、
主
教
巡
回
。
説

教
で
の
身
近
な
お
話
に
信
徒
一
同

励
ま
さ
れ
る
。
二
七
日
、
伊
達
青

年
会
議
所
主
催
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
一
団
が
教
会
を
訪
問
。
小
学
四

年
か
ら
六
年
生
の
四
〇
名
に
、
大

町
司
祭
が
バ
チ
ラ
ー
夫
妻
の
働
き

や
石
造
の
聖
堂
等
に
つ
い
て
話

し
、
日
本
最
古
級
の
現
役
リ
ー
ド

オ
ル
ガ
ン
を
、
室
蘭
聖
マ
タ
イ
教

会
の
白
藤
久
枝
姉
が
、
弾
い
て
下

さ
る
。
バ
チ
ラ
ー
八
重
子
師
が
日

曜
学
校
を
開
い
て
お
ら
れ
た
頃
を

彷
彿
と
さ
せ
る
子
供
達
の
賑
わ
い

で
し
た
。

　

九
月
一
四
日
、
午
前
一
一
時
よ

り
胆
振
三
教
会
合
同
礼
拝
が
、
有

珠
聖
公
会
で
開
か
れ
ま
す
。
胆
振

以
外
か
ら
も
、
是
非
お
い
で
下
さ

い
。

▽
稚
内
聖
公
会

　

二
〇
日
、
七
月
の
聖
餐
式
。
疋

田
兄
教
会
周
辺
の
草
刈
り
、
本
原

姉
昼
食
の
用
意
。
與
賀
田
姉
オ
ル

タ
ー
と
奏
楽
の
ご
奉
仕
。
八
月
の

当
地
に
お
け
る
道
北
分
区
合
同
礼

拝
と
バ
ザ
ー
に
向
け
て
準
備
進
行

中
。

　

本
原
姉
、
近
隣
の
家
庭
に
案
内

の
チ
ラ
シ
六
〇
枚
配
布
。
牧
師
は

教
会
裏
の
森
さ
ん
宅
を
訪
問
。
冬

期
間
の
雪
の
問
題
に
つ
い
て
お
話

し
合
い
。
雪
の
こ
と
か
ら
始
ま
っ

て
人
の
生
き
方
に
つ
い
て
語
り
合

う
。
共
感
す
る
と
こ
ろ
多
く
、
感

謝
で
あ
っ
た
。

▽
小
樽
聖
公
会

　

七
月
三
日
（
木
）
は
道
央
分
区

婦
人
会
の
集
会
。
ご
出
席
者
約

八
〇
名
。
午
前
は
田
光
信
幸
司
祭

の
講
話「
輝
く
教
会
の
婦
人
た
ち
」

に
続
き
「
祈
り
の
と
き
」。
昼
食

を
挟
ん
で
、「
歴
史
的
建
造
物
坂

牛
邸
」
見
学
と
付
近
の
散
策
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
た
初
夏
の
一
日
で

し
た
。
小
樽
聖
公
会
信
徒
一
同
で

準
備
し
ま
し
た
こ
の
集
会
へ
の
ご

参
加
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

毎
月
第
一
主
日
の
礼
拝
後
に

「
礼
拝
の
基
本
」
的
な
学
び
を
し

て
い
ま
す
。
短
時
間
で
す
が
充
実

し
た
と
き
を
共
有
出
来
る
よ
う
、

努
力
中
で
す
。

▽
網
走
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　

六
日
恒
例
の
ギ
デ
オ
ン
協
会
の

立
証
。
そ
の
際
、
戦
後
オ
ホ
ー
ツ

ク
地
域
で
宣
教
を
さ
れ
た
、
ガ
ル

バ
リ
宣
教
師
の
紹
介
が
あ
り
、「
私

は
そ
の
人
か
ら
洗
礼
を
受
け
ま
し

た
。」
と
い
う
人
、「
宣
教
師
の
集

会
に
出
、
信
仰
を
得
た
」
と
い
う

人
あ
り
で
、
思
い
か
け
ず
信
仰
の

出
発
点
に
た
ど
り
着
く
不
思
議
な

出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
年
を
か
け
教
会
問
答
を
学
ぶ

会
が
始
ま
り
、
又
、
新
し
く
オ
ル

タ
ー
を
す
る
人
を
と
、
札
幌
か
ら

遠
藤
貴
武
子
さ
ん
を
迎
え
オ
ル

タ
ー
ギ
ル
ド
の
学
び
を
し
ま
し

た
。

　

教
会
墓
地
に
花
壇
を
作
り
、

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
の
あ
』
の

青
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
き
れ
い

に
除
草
さ
れ
た
墓
地
で
、
八
月
礼

拝
を
迎
え
ま
す
。

▽
釧
路
聖
パ
ウ
ロ
教
会

　

夏
真
っ
盛
り
。
今
月
の
当
教
会

は
、
主
教
巡
回
、
ユ
ー
ス
ア
ッ
セ

ン
ブ
リ
ー
準
備
、
道
東
分
区
婦
人

の
集
い
・
道
東
三
教
会
合
同
礼
拝

準
備
な
ど
で
、
心
と
身
体
を
フ
ル

回
転
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、主
教
巡
回
前
日
に
、

主
教
様
ご
夫
妻
を
交
え
て
、
釧
路

の
岸
壁
で
炉
端
焼
き
を
有
志
八
名

参
加
の
下
楽
し
み
ま
し
た
。
同
日

教
会
周
り
の
草
取
り
に
就
労
支
援

施
設
の
ご
ま
サ
ー
カ
ス
さ
ん
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
中
学
生
四
人
に
感

謝
。
道
東
分
区
牧
師
会
を
教
会
近

く
の
前
田
家
で
開
催
。
道
東
宣
教

に
祈
り
会
う
時
を
も
ち
ま
し
た
。

▽
厚あ

っ
け
し岸
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

　

今
月
は
厚
岸
港
ま
つ
り
、
厚
岸

あ
や
め
祭
ま
つ
り
と
二
度
の
お
祭

り
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

礼
拝
な
ど
と
重
な
ら
ず
残
念
で
し

た
。

　

隣
の
教
会
と
は
言
え
、
移
動
の

困
難
さ
を
覚
え
る
の
で
す
。

　

今
月
の
礼
拝
は
釧
路
で
の
主
教

巡
回
日
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
厚
岸
か
ら
は
食
事
費
献

金
を
携
え
、信
徒
他
三
人
で
参
加
。

当
日
は
総
勢
四
六
名
で
、
普
段
と

は
違
う
迫
力
あ
る
礼
拝
に
心
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。
次
回
は
八
月
三
一

日
十
時
半
か
ら
で
す
。

▽
旭
川
聖
マ
ル
コ
教
会

　

予
報
が
は
ず
れ
て
、
暑
い
夏
の

は
じ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
六

日
、
保
育
園
は
頌
栄
ま
つ
り
。
礼

拝
後
は
園
庭
に
出
て
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
バ
ザ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

翌
七
日
に
は
婦
人
会
で
縫
っ
た

お
む
つ
を
持
っ
て
北
海
道
療
育
園

へ
。
一
九
七
五
年
に
行
っ
た
「
良

き
サ
マ
リ
ヤ
人
奉
仕
活
動
」
の
こ

と
を
知
っ
て
い
る
職
員
の
方
々
に

歓
迎
さ
れ
、
思
い
出
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。

　

道
北
四
教
会
合
同
礼
拝
が
近
づ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
礼
拝
後
に
読
み
あ

わ
せ
て
き
た
〈
宣
教
・
牧
会
の
十

年
〉
提
言
も
二
巡
目
を
終
了
し
、

更
に
深
め
る
段
階
と
な
り
ま
し

た
。

▽
新
冠
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
教
会

　

七
月
六
日
は
主
教
様
の
前
期
の

ご
巡
回
日
で
し
た
。
内
海
司
祭
が

候
補
生
、
執
事
の
時
は
「
管
理
牧

師
」
と
し
て
毎
月
聖
餐
式
の
ご
奉

仕
の
た
め
お
出
で
下
さ
い
ま
し
た

が
、今
回
は
同
じ「
管
理
」で
も〝
主

教
ご
巡
錫
〟
と
し
て
の
お
越
し
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
一
、一
二
日
（
金
、
土
）
と

婦
人
会
の「
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
」

が
、
函
館
婦
人
会
の
担
当
で
グ
リ

ン
ー
ピ
ア
大
沼
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
佐
々
木
泰
子
、
三
浦

教　会
だより

AUGUST
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す
み
子
、
小
竹
淳
子
の
各
姉
と
司

祭
が
参
加
し
、
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
の

ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
訪
問
と
併
せ

恵
み
の
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

▽
平び

ら
と
り取
聖
公
会

　

教
会
員
柳
原
青
子
さ
ん
の
ご
主

人
で
、
バ
チ
ラ
ー
保
育
園
主
任
美

樹
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
ヨ
セ
フ
柳

原
栄
さ
ん
七
〇
歳
が
七
月
六
日
に

逝
去
さ
れ
、
植
松
主
教
、
大
友
司

祭
、
内
海
司
祭
の
司
式
、
説
教
で

葬
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
様
の

御み
も
と許
で
の
平
安
と
御
家
族
へ
の
慰

め
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
り
ま

す
。

　

三
田
村
陽
子
保
育
士
と
藤
森
幸

子
前
職
員
の
お
母
さ
ん
が
礼
文
島

に
て
ご
逝
去
、
悲
し
み
が
続
き
ま

し
た
。

　

新
冠
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
教
会
と
の

合
同
礼
拝
、
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教

会
の
来
訪
、
道
南
分
区
内
の
講
壇

交
換
と
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

▽
帯
広
聖
公
会

　

一
八
日
は
付
属
幼
稚
園
の
一
学

期
の
終
業
式
で
し
た
。
園
児
た
ち

は
こ
の
日
限
り
で
現
園
舎
と
は
お

別
れ
で
す
。
八
月
か
ら
の
二
学
期

は
仮
園
舎
（
旧
双
葉
幼
稚
園
）
に

通
う
事
と
な
り
ま
す
。
約
八
か
月

間
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
仮
園
舎

で
の
生
活
で
良
い
思
い
出
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

二
七
日
の
礼
拝
後
、
李
先
生
の

計
ら
い
に
よ
り
、
ゲ
ス
ト
を
お
招

き
し
て
の
「
励
ま
し
と
慰
め
の
集

い
」
が
礼
拝
堂
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。信
徒
有
志
一
〇
名
余
が
参
加
。

神
に
近
づ
く
貴
重
な
体
験
と
な
り

ま
し
た
。
三
〇
日
は
先
月
に
引
き

続
き
李
司
祭
に
よ
る
「
み
こ
と
ば

塾
」
が
行
わ
れ
午
前
、
午
後
併
せ

て
延
べ
一
五
名
の
信
徒
が
受
講
し

ま
し
た
。

▽
苫
小
牧
聖
ル
カ
教
会

　

聖
ル
カ
教
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

完
成
。
牧
師
面
談
日
が
金
曜
日
午

後
一
時
半
に
新
設
さ
れ
た
。
六
日

幼
稚
園
の
運
動
会
が
盛
況
の
内
に

終
了
。一
一
日
こ
ど
も
聖
歌
隊「
ス

マ
イ
ル
」
結
成
礼
拝
。

　

一
一
日
・
一
二
日
道
南
ブ
ロ
ッ

ク
婦
人
会
に
五
名
参
加
。
殊
に
ト

ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
で
祈
り
の
時
を

持
ち
、
バ
ザ
ー
で
は
ハ
ス
カ
ッ
プ

ジ
ャ
ム
が
完
売
感
謝
。

　

二
一
日
シ
ー
フ
ェ
ア
ラ
ー
ズ
セ

ン
タ
ー
海
の
日
パ
ー
テ
ィ
ー
が
五

艘
の
船
の
船
員
を
迎
え
て
開
催
さ

れ
る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
継
続
・
運

営
に
あ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
留
萌
キ
リ
ス
ト
教
会

　

四
日
、
刺
し
ゅ
う
の
会
前
期
終

了
。
九
名
が
出
席
し
、
夏
休
み
の

課
題
を
持
ち
帰
る
。

　

二
七
日
、
第
一
三
回
宣
教
記
念

バ
ザ
ー
開
催
。
深
川
・
旭
川
か
ら

一
二
名
の
信
徒
が
応
援
・
出
店
に

駆
け
付
け
て
下
さ
る
。
留
萌
の
信

徒
四
名
も
前
日
か
ら
泊
ま
り
が
け

で
準
備
を
重
ね
ま
し
た
が
、
当
日

は
あ
い
に
く
の
土
砂
降
り
。
お
客

様
は
来
る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
す

る
も
、
神
様
は
た
く
さ
ん
の
人
の

足
を
向
け
て
く
だ
さ
り
、
昨
年
並

の
実
り
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
全

力
投
球
で
ご
奉
仕
下
さ
っ
た
皆
様

と
、
全
て
を
備
え
て
下
さ
る
神
様

に
感
謝
。

▽
新
札
幌
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

　

六
日
、
野
外
礼
拝
を
い
つ
も
の

長
沼
町
仲
野
農
園
で
開
催
。
二
九

名
が
集
ま
り
、
礼
拝
後
に
は
サ
ク

ラ
ン
ボ
狩
り
、
今
年
は
不
作
で
残

念
。
こ
こ
で
定
例
委
員
会
を
開

催
し
ニ
コ
ニ
コ
バ
ザ
ー
（
九
月

二
八
日
）等
の
行
事
日
程
を
決
定
。

二
五
日
か
ら
三
日
間
、
札
キ
で
開

催
の
教
区
礼
拝
研
修
会
に
安
藤
・

関
澤
・
柳
沼
三
姉
妹
と
池
田
司
祭

が
参
加
。
二
七
日
、
司
祭
は
岩
見

沢
美
唄
の
教
会
へ
。
司
式
者
・
上

平
仁
志
司
祭
が
「
か
ら
し
種
と
は

神
様
の
言
葉
。
混
沌
と
し
た
世
に

種
が
蒔
か
れ
、
大
き
く
成
長
す
る

こ
と
を
私
達
が
確
信
す
る
の
が
必

要
」
と
話
さ
れ
た
。
感
謝
。
愛
餐

会
後
、
津
田
兄
に
よ
る
太
極
拳
講

習
。
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、

感
謝
。

▽
深
川
聖
三
一
教
会

　

七
月
六
日
教
会
委
員
会
。
一
二

日
東
京
在
住
の
山
本
陽
一
さ
ん
と

深
川
出
身
の
曽
我
愛
子
さ
ん
と
の

結
婚
式
、
お
め
で
と
う
。
一
九
日

保
育
園
の
お
泊
り
保
育
で
留
萌
キ

リ
ス
ト
教
会
を
会
場
と
し
て
海
山

を
楽
し
む
。
二
一
日
婦
人
会
で
は

留
萌
で
の
バ
ザ
ー
準
備
、
出
店
品

の
値
段
付
作
業
。
二
四
日
教
区
施

設
職
員
研
修
会
に
新
任
の
斉
藤
彩

音
栄
養
士
、
三
木
朱
莉
保
育
士
、

園
長
、
チ
ャ
プ
レ
ン
参
加
す
る
。

二
七
日
留
萌
キ
リ
ス
ト
教
会
の
宣

教
記
念
行
事
の
慈
善
バ
ザ
ー
に
篠

突
く
雨
を
物
と
も
せ
ず
教
会
挙
げ

て
参
加
、
雨
上
無
事
開
店
で
喜
び

の
一
日
に
感
謝
致
し
ま
す
。

▽
美び

ば
い唄

聖
ア
ン
デ
レ
教
会

　

ま
だ
夜
は
寝
苦
し
い
日
は
な
い

け
ど
、
日
中
は
夏
模
様
で
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

七
月
一
三
日
（
日
）、
午
後
三

時
よ
り
池
田
司
祭
の
司
式
で
聖
餐

式
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
時
期
の
草
は
す
ぐ
伸
び
、

花
は
咲
い
て
は
す
ぐ
枯
れ
る
の

で
、
毎
週
玄
関
前
の
花
壇
の
整
備

を
正
岡
兄
に
し
て
い
た
だ
く
。
感

謝
。

　

二
七
日
（
日
）、
午
後
二
時
よ

り
池
田
司
祭
の
司
式
で
聖
餐
式
が

行
わ
れ
る
。
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会

よ
り
中
村
紀
建
兄
が
来
ら
れ
て
聖

餐
式
に
出
席
さ
れ
る
。
式
後
池
川

宅
に
お
い
て
、
家
庭
聖
餐
式
を
し

て
い
た
だ
く
。

▽
室
蘭
聖
マ
タ
イ
教
会

　

教
会
の
庭
は
七
月
に
入
り
適
度

な
雨
と
日
照
り
で
雑
草
が
生
い
茂

り
高
齢
な
信
徒
に
は
負
担
で
す
が

有
志
の
奉
仕
に
よ
り
保
全
さ
れ
て

居
ま
す
。
第
二
主
日
は
植
松
主
教

の
巡
回
が
有
り
、
親
し
き
交
わ
り

の
恵
み
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
第

四
主
日
は
苫
小
牧
よ
り
吉
野
司
祭

の
巡
回
で
聖
餐
式
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

毎
週
発
行
さ
れ
る
週
報
の
聖
歌

の
一
つ
は
信
徒
の
希
望
曲
を
載
せ

て
居
ま
す
。
最
近
大
阪
の
卯
野
さ

ん
よ
り
巻
紙
に
達
筆
で
使
徒
信
経

が
贈
ら
れ
て
来
ま
し
た
が
田
中
さ

ん
が
立
派
な
額
縁
を
製
作
寄
贈
し
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て
下
さ
り
ホ
ー
ル
に
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
。

▽
函
館
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

　

五
月
連
休
明
け
よ
り
始
ま
っ
た

石
垣
第
二
期
工
事
、
教
会
汚
水

漕
、
牧
師
館
破
風
工
事
一
五
日
完

成
。
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
婦
人
会
三
二

名
出
席
。
講
師
大
町
師
、
本
部
二

役
員
を
迎
え
好
天
の
う
ち
に
グ
リ

ン
ピ
ア
大
沼
か
ら
当
別
男
子
修
道

院
へ
。恵
ま
れ
た
一
時
を
過
ご
す
。

九
月
一
四
日
開
催
予
定
の
バ
ザ
ー

に
む
け
、
二
一
日
実
行
委
員
会
発

足
。
六
名
の
若
手
戦
力
を
加
え
準

備
に
入
る
。
乞
う
ご
期
待
。
二
五

日
か
ら
の
礼
拝
研
修
会
に
は
、
六

名
参
加
。
心
こ
も
っ
た
息
の
合
っ

た
賛
美
を
捧
げ
た
い
と
願
っ
て
い

る
。
聖
歌
隊
は
定
期
的
に
練
習
を

重
ね
る
。
次
月
一
〇
日
ご
巡
錫
日

に
奉
唱
。
皆
様
乞
健
勝

▽
北
見
聖
ヤ
コ
ブ
教
会

　

隣
地
駐
車
場
は
地
主
さ
ん
の
ご

厚
意
に
よ
り
日
曜
日
の
み
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
感
謝

で
す
。
七
月
二
〇
日
使
徒
聖
ヤ
コ

ブ
日
礼
拝
を
捧
げ
、「
毒
麦
の
た

と
え
」
と
聖
ヤ
コ
ブ
の
生
涯
か
ら

「
最
後
に
決
着
を
つ
け
る
神
」
に

つ
い
て
共
に
黙
想
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
こ
の
日
は
、「
学
び
会
」

の
週
で
も
あ
り
、
西
原
廉
太
先
生

の
「
続
・
聖
公
会
が
大
切
に
し
て

き
た
も
の
」
を
共
に
読
み
「
共
同

体
性
の
回
復
」
に
つ
い
て
豊
か
な

分
か
ち
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
二
四
日
は
墓
地
礼
拝
で
す
。

私
た
ち
を
雲
の
よ
う
に
取
り
囲
む

天
の
証
人
と
共
に
時
を
過
ご
し
ま

す
。

▽
今い

ま
が
ね
金
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

　

七
月
は
六
日
男
二
女
五
、二
〇

日
男
二
女
四
で
二
回
の
主
日
礼
拝

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
月
の
大
き
な
行
事
は
、
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
で
開
か
れ
た
ブ

ロ
ッ
ク
婦
人
会
で
し
た
。
函
館
聖

ヨ
ハ
ネ
教
会
婦
人
会
の
方
々
が
企

画
運
営
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
も
お
手

伝
い
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ

ろ
、
二
日
間
す
っ
か
り
お
客
様
状

態
で
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
教
会
か
ら
見

え
る
狩
場
山
大
雪
渓
の
十
字
架
が

消
え
、
水
と
な
っ
て
神
丘
の
地
を

潤
し
て
い
ま
す
。
主
に
感
謝
。

▽
岩
見
沢
聖
十
字
教
会

　

暑
い
日
が
続
く
中
、
聖
十
字
幼

稚
園
、
広
場
の
子
ど
も
達
は
元
気

で
夏
の
行
事
に
挑
戦
で
す
。
七
夕

祭
り
を
は
じ
め
に
一
二
日
市
民
会

館
で
合
唱
団
こ
ぶ
し
主
催
の
「
う

た
の
夕
べ
」
で
歌
を
披
露
。
ち
ら

い
お
つ
遊
び
塾
で
は
夏
祭
り
。
幼

稚
園
で
は
一
六
日
、
一
学
期
終

了
、
一
七
、一
八
日
生
活
を
高
め

る
目
的
の
お
泊
り
会
を
遊
び
塾
で

体
験
。
二
五
日
地
域
の
方
々
も
参

加
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
雨
天

で
園
内
の
実
施
と
な
っ
た
が
、
大

勢
参
加
で
賑
わ
う
。
永
山
さ
ん
よ

り
寄
贈
さ
れ
た
三
笠
の
畑
の
整
備

は
、
今
年
は
業
者
に
依
頼
。
以
前

植
え
ら
れ
た
リ
ン
ゴ
の
木
の
剪
定

と
袋
が
け
も
し
て
下
さ
り
、
収
穫

が
楽
し
み
。

▽
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会

　

七
月
三
日
道
央
婦
人
会
「
祈
り

の
と
き
」
は
優
し
い
流
れ
に
癒
さ

れ
た
一
三
名
で
し
た
。
感
謝
。

　

六
日
バ
ザ
ー
拡
大
教
会
委
員
会

が
開
か
れ
九
月
二
三
日
に
向
け
て

力
強
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。
一
三
日

は
上
平
司
祭
の
説
教
ご
奉
仕
に
感

謝
。
又
菊
田
大
輔
兄
夏
休
み
で
帰

省
、
一
六
年
ぶ
り
嬉
し
い
で
す
。

二
四
日
第
二
回
パ
レ
ッ
ト
は
雨
天

中
止
。
だ
が
小
降
に
飛
び
出
し
雨

に
も
負
け
ず
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
を

楽
し
ん
だ
。
阿
部
恵
子
神
学
生
は

三
一
日
～
四
日
間
夏
季
実
践
実
習

に
入
り
ま
し
た
。
訪
問
実
習
を
主

と
し
て
、
信
徒
、
牧
師
と
共
に
活

動
し
ま
す
。
主
に
感
謝
。

▽
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会

　

暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
体
を

労
わ
り
つ
つ
夏
の
行
事
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

三
日
道
央
分
区
婦
人
の
集
い
に

当
教
会
か
ら
二
二
名
が
参
加
し
、

豊
か
な
時
間
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
二
〇
日
「
子
ど
も
の
教
会
」

の
一
年
を
ふ
り
か
え
り
、
父
母
も

交
え
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　

二
五
日
か
ら
礼
拝
研
修
会
が
開

か
れ
、
北
海
道
教
区
を
は
じ
め
大

阪
・
九
州
・
東
北
教
区
か
ら
も
参

加
が
あ
り
、
二
七
日
主
日
礼
拝
は

主
教
様
司
式
の
も
と
、
研
修
会
参

加
の
皆
様
と
共
に
礼
拝
を
捧
げ
ま

し
た
。
又
、
そ
の
日
は
各
団
体
、

グ
ル
ー
プ
を
交
え
、
い
よ
い
よ
バ

ザ
ー
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

▽
紋
別
聖
マ
リ
ヤ
教
会

　

中
旬
を
過
ぎ
る
と
、
い
つ
も
は

寒
い
紋
別
で
も
夏
を
思
い
出
さ
せ

る
よ
う
な
暑
さ
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
祭
壇
に
は
毎
週

色
と
り
ど
り
の
花
が
供
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
幼
稚
園
園

長
で
も
あ
る
司
祭
は
、
八
月
に
行

わ
れ
る
講
演
会
の
た
め
に
日
々
奮

闘
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
長
く
牧
師

が
い
な
か
っ
た
為
、
何
か
と
私
達

信
徒
が
微
力
す
ぎ
て
申
し
訳
な
く

思
う
事
も
度
々
で
す
が
共
に
居
て

下
さ
る
恵
み
に
感
謝
し
つ
つ
信
仰

の
道
を
歩
み
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
幼
稚
園
で
は
年
長
児
が
園
生

活
最
大
の
イ
ベ
ン
ト「
お
泊
り
会
」

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

▽
札
幌
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　

教
会
の
生
垣
と
芝
生
が
勢
い
よ

く
伸
び
る
季
節
と
な
り
、
五
日
男

子
会
で
生
垣
の
刈
込
作
業
等
、
環

境
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
で
は
中
庭
の
菜
園
に
沢

山
の
苗
が
植
え
ら
れ
収
穫
は
主

日
の
昼
食
に
も
供
さ
れ
、
感
謝
。

一
〇
日
、
婦
人
会
に
よ
る
仲
良
し

ラ
ン
チ
で
園
児
に
喜
ば
れ
ま
し

た
。
幼
稚
園
、
日
曜
学
校
は
夏
休

み
に
入
り
、
そ
の
休
み
を
利
用
し

て
幼
稚
園
の
ト
イ
レ
の
改
修
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

一
八
日
祈
り
と
黙
想
の
集
い

「
静
修
の
時
」
が
持
た
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
～
二
一
日
は
栗
山
温
泉
で

四
一
名
の
参
加
に
よ
り
ミ
カ
エ
ル

コ
イ
ノ
ニ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


